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Abstract

To clarify the mechanism Of the frost damage of cOncrete speciinen exposed inland in cold

regions,the internal temperature distributions Of cOncrete specirnen、 、アere measured in wvinter

season.

This report describes the effect Of、 veather conditions upon the gro、 vth of frost damage

1.緒   言

北東北などの寒冷地におかれたコンクリート

構造物は,海洋等からの塩分によるコンクリー

ト中の鋼材の腐食いわゆる塩害及び冬期の凍害

の両者によりその耐久性が著しく低下し,大き

な社会問題となっている。

凍害によるコンクリート構造物の劣化現象を

扱った研究としては,深 さ方向の温度分布より

凍結融解回数を推定した研究0,凍害劣化 と細

孔構造の役割を明らかにした研究う等がある。

しかし,太陽の日射,外気温,降雪,降雨等の

気象条件によって, コンクリート体の凍結融解

現象がどのように変化するのかは明らかにされ
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ていないのが現状である。

そこで本研究では凍害がどのように進行して

いくのかを解明する基礎資料を得るため,内陸

部に置かれたコンクリー ト供試体内部の温度分

布を測定し,冬期における凍結,融解について

検討を行った。

2.実験装置及び方法

前報9では,供試体を海岸から約 25m離れた

砂地上に暴露したが,本研究では塩害による複

合作用を避けるため,海岸より約 5km離 れた

学内の芝生上に供試体の各面が方位 と対応する

ように設置 した。写真 1に供試体の外観 と暴露

状況を示す。供試体は前報0と 同一の調合及び

形状であ り,表 1に コンクリー トの調合を,図
1に供試体の詳細図を示す。

内部温度分布の測定のため,供試体の傾斜 4
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